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テレビ学習メモ

講師・監修 関口伸一

学習のねらい

 高校講座・学習メモ

生物の特徴
第１回

 生物と無生物の違い

生物はおよそ 40億年前に地球に誕生しその共通の祖先から進化してきたと考えられてい
る。生物が誕生し、自ら子孫を残していくことで多くの種に進化してきた。名前がわかって
いるものだけで 190万種とも言われている。また、生きるためにエネルギーを利用するの
も生物の特徴である。動物であれば餌を食べることで、植物は光合成によって、生きるため
のエネルギーを得ている。
無生物はこうした特徴を持たないものである。番組の例では、犬のおもちゃが出ていたが、

このおもちゃは、人によって造られたものであり、自ら子孫を残すことはできない。また、
動くためのエネルギーも、人によって電池という形で与えられている。
今回の学習でまとめると、「子孫を残す」「進化する」「生きるためのエネルギーを得る」

というのが生物の特徴となる。これ以外にも生物の特徴はあり、これについては後日学ぶ。

 動物と植物の違い

動物と植物の違いをそれぞれの生存戦略で考えてみる。
動物の戦略は「移動をして、餌を見つけてそれを食べる。また、食べられないように逃げる」

である。動物は他の生物を食べることで生きるためのエネルギーを得ている。このため、餌
を見つけたり、天敵を見つけるための感覚器官（眼や鼻、耳など）、餌と判断するための神経（脳

生物基礎の初回に学ぶ内容は、ズバリ「生物とは何か」です。生物を学ぶ私たちにとって

究極の問いのひとつだと思います。いきなり考えるのは難しいですが、身近なモノや知って

いる生物を例にして、生物とは何かについて考えていきましょう。また、生物をおおまかに

どのように分けられるのか、動物と植物、それ以外の生物の特徴をもとに学んでいきましょう。

学ぶ前に考えてみよう

◦生物と無生物の違いは何だと考えますか？

◦動物と植物の違いは何でしょうか？

◦動物でも植物でもない生物にはどのようなものがいるでしょうか？

キーワード

動物、植物、菌類、細菌類、
光合成、セルロース
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1 生物の特徴

など）が必要である。また、餌を捕まえたり逃げたりするための効果器（脚など）や、食べ
て消化をするための消化器官（口、胃、腸など）がある。
植物の戦略は「その場に留まり、光合成をする。自ら食べられにくくしている」である。
植物は光合成をして生きるためのエネルギーを得ている。光合成に必要な栄養分や水を吸

収する根、水を運び、体を支える茎、光を多く浴びて光合成をする葉などがある。植物は繊
維が多く、この繊維（セルロース）を動物は分解ができず、食べられにくくなる。この繊維
（セルロース）も光合成で作ることができる。

 動物でも植物でもない生物

これらの生物は、動物でも植物でもない生物として、菌類や細菌類がいる。
体外に消化酵素を出し、動物の死骸や植物の落ち葉などを分解して栄養を得ている。動物

が消化できない植物の繊維（セルロース）を分解することができる。キノコやカビは菌類で
あり、納豆菌や乳酸菌は細菌類である。菌類と細菌類は名前が似ているが、まったく別の生
物である。それぞれの細胞の構造が大きく異なっている。菌類は光合成をしないが、細菌の
中には光合成をするものがいる。
動物でも植物でも菌類でも細菌類でもない生物として、原生生物がいる。これは生き物を

分ける時に動物・植物・菌類・細菌類に入らなかったものであると言われている。近年では
この原生生物の分類も進んでおり、動物、植物、菌類にそれぞれ進化していく過程を理解す
る上で注目されている。

光合成をするウミウシは動物だろうか植物だろうか。考えてみよう。
自分にとって身近な生物を植物、動物、菌類、細菌類に分けてみよう。

“探 究”してみよう！
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　さまざまな生物を観察しよう！

番組の最後に中島さんが「動物を観察したい」、久保田さんが「生物学の神髄はフィールドワー
クにあり」と話していましたね。これは生物を学ぶうえでとても大切なことです。生物基礎では、
生物のさまざまな特徴や現象のメカニズムについて学びます。これは、多くの先人たちが生物
を観察・研究してわかったことに基づいています。
何を観察すれば良いか、わからないと思いますが、難しく考えず、まずは自然の中や生物が

いるところに身を置いてみましょう。
動物が好きであれば、動物園や水族館に行ってみましょう。多種多様な生物がいます。パン

ダのような可愛い生物もいれば、クラゲのようにきれいで不思議な生物にも出会えます。自分
の気に入った生物の名前を覚えておいて、その生物がどのような環境で、どのような生存戦略
を持って生息しているのか調べてみましょう。
森林に入れば、木漏れ日を感じることができます。また静かに耳を澄ましていると、鳥の鳴

き声やキツツキが幹を叩く音、樹々が風で揺れる音が聞こえてきます。夏ならいろいろなセミ
の声も聞こえると思います。森の中を多くの動物が利用しているのが感じられるでしょう。
畑や学校に生えている雑草もよく見てみると、春にはキュウリグサやホトケノザなど、かわ

いくて可憐な花を咲かすものもあります。植栽されている樹を見ると、秋にはヤマボウシのよ
うに淡い赤色でトゲトゲした実や、コナラやクヌギのドングリを見つけたり、キンモクセイの爽
やかな香りを楽しんだりすることができます。樹木の葉もよく見るといろいろな形をしていて奥
深いものです。自分の視点で歩きながら、それぞれの植物を感じ取ってみても楽しいでしょう。
気になる植物があったら、たとえばインターネットで、「水色の花　草　春」とキーワードを
入れて画像検索をすると、種類を調べることができます。そこから、さらに図鑑などで調べる
ことで、詳しい植物の生態なども知ることができます。自然には調べると面白いことがたくさ
んあります。生物の観察を通して、疑問に思ったことを調べてみてください。こうした観察や
調査が生物学の原点だと思います。まずは、身近な自然の中に出て、自然を感じるところから
はじめてみてください。それが、自然を理解する第一歩です。自然を自分なりに理解することは、
人生を豊かにすることにつながると思います。
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